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揮発性有機化合物の排出抑制対策事例 

 

標準産業分類細分類コード 主な対策コード

１ ７ ３ １ ５ 

事業者の名称  三井化学株式会社 
事業所の名称  三井化学株式会社 市原工場 
事業所の所在地 〒２９９－０１０８ 

 千葉県市原市千種海岸３番地 
担当部署名 １ 担当部署        安全・環境部安全・環境グループ 

２ 電話番号 0436-62-3223 ３ Ｅ－mail         

４ ホームページ http://jp.mitsuichem.com 
事業所概要  ポリエチレン、ポリプロピレン、エラストマーの製造 

取組の名称  プラスチック製造工程における処理設備の導入によるＶＯＣ排出削減

取組の概要  当社は主にプラスチックを製造しています。プラスチック製造工程で

有機溶剤を使用しています。これら有機溶剤はその大部分を回収して再

使用する設備となっていますが、わずかに回収できないものについて処

理設備を新規に導入し回収あるいは酸化・燃焼処理を実施しました。 

取組の内容  わずかに回収できない有機溶剤は排ガスに含まれていることより、排

ガスからの有機溶剤の回収あるいは酸化・燃焼等の処理を行いました。

① ＰＳＡ装置 
排ガスからの有機溶剤の回収については、ＰＳＡ (Pressure 
Swing Adsorption)という原理に基づく装置を導入しました。 

② 触媒酸化装置 
排ガス中の有機溶剤の酸化処理については、新規に触媒酸化装置

を導入しました。 
③ 蓄熱燃焼装置 

排ガス中の有機溶剤の燃焼処理については、新規に蓄熱燃焼装置

を導入しました。 

講じている対策の

手法 

  □１原材料対策による手法  □２工程管理による手法 
  □３施設の改善による手法  □４屋外タンク貯蔵所の改造 
  ■５処理装置による手法   □９その他の手法 
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取組の効果 

１ ＶＯＣ取扱量等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 取組の特長 

 
(1)ＶＯＣ排出削減効果の実績 
 ①ＰＳＡ装置，②触媒燃焼装置，③蓄熱燃焼装置いずれも、処理装置

における排ガス中からの有機溶剤の回収率もしくは除去率は９９％以上

であることを確認しています。 
 
 
 
(2) ＶＯＣ排出削減以外の効果 
 ①のＰＳＡ装置を設置したプラスチック製造施設においては、回収し

たＶＯＣを当該製造施設にリサイクルすることで、年間ＶＯＣ使用量を

約４０％削減することが出来ました。同時に排ガス中の窒素も回収する

ことができ、製造コストの削減に寄与しました。 
 
 
 
 
 ガス中に希薄な状態で含まれる有機溶剤を高い効率で回収もしくは処

理する設備としては、有効な設備であることが確認できました。 
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◆ 参考資料 

① ＰＳＡ装置 

 
② 触媒酸化装置 

 
 

28

（触媒による酸化（燃焼）処理） 

触媒酸化装置 

【専門用語解説】 

・触媒酸化装置：触媒（貴金属系酸化物）を充填した塔に排ガスを通過させ、直接燃焼よりも低温（約３５０度）

で化学物質を酸化分解する装置。 

プラスチック 
製造工程 

空気 

28

ブロワー(送風機)

回収した化学物質は

原材料として再使用

回収した窒素も再使用 

燃焼処理 

ＰＳＡ 

【専門用語解説】 

・ＰＳＡ：吸着脱着の原理を応用して、ガス圧力を変動させて排ガス中の化学物質を回収する装置。 

プラスチック 
製造工程 
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③ 蓄熱燃焼装置 

 

空気 

蓄熱燃焼装置 

空気

【専門用語解説】 

・蓄熱燃焼装置：セラミック（陶磁器の一種）が８００℃以上の熱を保持する性質を利用して、排ガス中の化学

物質を８００℃以上で加熱分解（＝燃焼）除去させる装置。 

・酢酸ビニル ：化学物質の名称。プラスチックの原料のひとつ。 

空気／酢酸ビニル 


